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一
　
は
じ
め
に

　
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
（
以
下
、
当
館
）
が
所
蔵
す
る
染
織
品
の
中
に
、「
美
術
染
織
」
と
呼
ば

れ
る
作
品
群
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
明
治
時
代
か
ら
大
正
時
代
に
か
け
て
制
作
さ
れ
、
日
本
の
伝

統
的
な
表
具
形
式
と
同
様
の
掛
幅
や
屏
風
の
ほ
か
、
壁
面
に
吊
り
下
げ
る
壁
掛
や
額
、
暖
炉
前
に

置
く
衝
立
な
ど
の
形
状
に
仕
立
て
ら
れ
た
染
織
品
で
あ
る
。
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
に
当

館
に
お
い
て
開
催
し
た
展
覧
会
「
美
術
染
織
の
精
華
─
織
・
染
・
繍
に
よ
る
明
治
の
室
内
装
飾
」

で
は
、
所
蔵
す
る
美
術
染
織
の
作
品
群
の
中
か
ら
、
明
治
十
年
代
か
ら
四
十
年
代
に
か
け
て
制
作

さ
れ
た
作
品
を
通
し
て
、
明
治
期
に
お
い
て
そ
れ
ら
が
果
た
し
た
役
割
と
共
に
、
優
れ
た
創
造
性

や
技
術
を
紹
介
し
た
。
こ
の
時
ま
で
に
、
制
作
者
や
制
作
時
期
、
博
覧
会
へ
の
出
品
歴
な
ど
の
作

品
情
報
が
整
理
さ
れ
、
当
館
に
お
け
る
美
術
染
織
の
研
究
基
礎
が
築
か
れ
た
と
い
え
る
。

　

本
稿
で
取
り
上
げ
る
《
塩
瀬
友
禅
に
刺
繍
薔
薇
に
孔
雀
図
掛
幅
》（
以
下
、《
薔
薇
に
孔
雀

図
》、
図
1
）
は
、
当
館
の
美
術
染
織
の
中
で
も
明
治
十
五
年
と
い
う
早
い
時
期
に
制
作
さ
れ
た
作

品
で
、
前
述
の
展
覧
会
で
初
め
て
展
示
さ
れ
た
。
そ
の
時
点
で
は
、
原
画
な
ど
制
作
背
景
を
辿
る

資
料
の
存
在
を
確
認
で
き
て
い
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
、
京
都
の
株
式
会
社
千
總
に
、
近
代
京
都

の
日
本
画
家
、
岸
竹
堂
（
一
八
二
六
～
九
七
）
が
描
い
た
と
伝
え
ら
れ
、
構
図
が
《
薔
薇
に
孔
雀

図
》
と
ほ
ぼ
同
じ
下
図
（
図
2
～
4
）
が
三
幅
遺
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
（
註
1
）。

そ
れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
細
部
が
異
な
り
、
描
き
直
し
た
跡
が
あ
る
な
ど
、
修
正
を
重
ね
た
様
子

が
う
か
が
え
る
。
本
稿
で
は
、
明
治
時
代
に
お
け
る
美
術
染
織
を
と
り
ま
く
情
報
や
千
總
の
当
時

の
当
主
で
あ
っ
た
十
二
代
西
村
總
左
衛
門
（
一
八
五
五
～
一
九
三
五
、
以
下
總
左
衛
門
）
の
活
動

を
整
理
し
つ
つ
（
註
2
）、
図
様
を
中
心
に
《
薔
薇
に
孔
雀
図
》
の
制
作
過
程
を
検
討
し
た
い
。

二
　
美
術
染
織
の
概
要

　
二
─
一
　
美
術
染
織
の
定
義

　
そ
も
そ
も
「
美
術
染
織
」
と
は
何
か
。
先
学
の
定
義
を
ふ
り
か
え
っ
て
お
き
た
い
。

　

当
館
に
お
け
る
平
成
二
十
三
年
の
展
覧
会
図
録
中
、
企
画
者
の
一
人
、
太
田
彩
氏
は
概
論
の
冒

頭
で
、「
日
本
画
な
ど
の
絵
画
の
図
様
を
、
織
、
染
、
繍
（
刺
繍
）
と
い
っ
た
染
織
技
法
に
よ
っ
て

室
内
装
飾
用
の
壁
掛
や
額
な
ど
に
表
し
た
も
の
を
、
特
に
“
美
術
染
織
”（
ま
た
は
美
術
織
物
）
と

呼
ぶ
」
と
し
、「
西
洋
建
築
が
盛
ん
に
な
る
の
に
伴
い
、
そ
の
洋
式
の
室
内
空
間
を
装
飾
す
る
た
め

に
急
激
に
そ
の
制
作
が
高
ま
っ
た
、
明
治
期
に
特
徴
的
な
染
織
品
」
と
定
義
し
た
（
註
3
）。
そ
の

後
、
中
川
麻
子
氏
が
以
下
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
す
な
わ
ち
、
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）

に
開
催
さ
れ
た
京
都
色
染
織
物
繍
纈
共
進
会
に
お
い
て
「
美
術
色
染
」
と
「
美
術
織
物
」
の
出
品

区
分
が
使
用
さ
れ
、
さ
ら
に
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
の
シ
カ
ゴ
・
コ
ロ
ン
ブ
ス
世
界
博
覧

会
（
シ
カ
ゴ
万
博
）
に
お
い
て
「
大
型
で
絵
画
と
見
紛
う
壁
掛
が
「
美
術
的
織
物
」
と
呼
ば
れ
絶

賛
さ
れ
た
」
こ
と
を
き
っ
か
け
に
し
て
美
術
染
織
の
概
念
が
成
立
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
こ
と
と
共
に
、「
絵
画
的
な
図
案
」、「
大
型
」、「
鑑
賞
用
」
と
い
う
こ
と
が
、
明
治
期
に
お
け
る

美
術
染
織
の
作
品
の
特
徴
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
（
註
4
）。
ま
た
、
長
崎
巌
氏
は
、
美
術
染
織

が
明
治
期
に
突
然
誕
生
し
た
も
の
で
は
な
く
、
江
戸
時
代
以
来
の
小
袖
や
鑑
賞
用
染
織
品
に
お
け

る
染
織
技
法
や
技
術
、
ま
た
そ
れ
に
根
付
く
美
意
識
の
延
長
線
上
に
美
術
染
織
が
あ
り
、
そ
の
技

術
的
な
魅
力
に
よ
っ
て
西
洋
で
好
評
を
得
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
註
5
）。
こ

の
ほ
か
に
、
廣
田
孝
氏
に
よ
る
髙
島
屋
の
染
織
資
料
の
研
究
や
（
註
6
）、
松
原
史
氏
に
よ
る
刺
繍

作
品
の
研
究
（
註
7
）
な
ど
を
基
に
、
美
術
染
織
と
は
、「
明
治
時
代
中
頃
か
ら
大
正
時
代
前
半
に

か
け
て
隆
盛
し
、（
日
本
画
や
洋
画
な
ど
の
）
絵
画
と
同
様
の
主
題
や
表
現
を
特
徴
と
す
る
、
鑑
賞

や
室
内
装
飾
を
目
的
と
し
て
制
作
さ
れ
た
大
型
の
染
織
品
」
と
捉
え
ら
れ
る
。

　

明
治
期
の
美
術
染
織
は
、
国
内
外
の
博
覧
会
出
品
作
品
と
輸
出
・
販
売
用
の
作
品
に
大
別
さ
れ

る
が
、
こ
れ
に
加
え
て
当
館
の
美
術
染
織
を
特
色
づ
け
て
い
る
の
が
、
明
治
宮
殿
や
離
宮
の
室
内

装
飾
や
調
度
品
と
し
て
調
達
さ
れ
た
作
品
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
目
的
で
購
入
さ
れ

た
り
、
御
下
命
を
受
け
て
制
作
さ
れ
た
り
し
た
美
術
染
織
に
は
、
純
粋
な
日
本
建
築
と
は
異
な

る
、
広
大
か
つ
洋
風
を
採
り
入
れ
た
儀
礼
・
居
室
空
間
と
し
て
の
宮
殿
や
離
宮
に
相
応
し
い
装
飾

品
と
し
て
、
輸
出
・
販
売
用
の
品
と
は
異
な
る
視
点
が
介
在
し
な
が
ら
制
作
、
調
達
さ
れ
た
で
あ

ろ
う
こ
と
は
念
頭
に
お
く
べ
き
で
あ
る
。
特
に
、
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
一
）
に
竣
工
し
た
明
治

宮
殿
に
お
い
て
は
、
近
代
国
家
と
し
て
の
姿
を
顕
示
し
つ
つ
、
日
本
な
ら
で
は
の
技
術
を
示
す
た

め
の
一
つ
の
手
段
と
し
て
、
ま
た
設
置
場
所
の
使
用
目
的
に
応
じ
た
美
術
染
織
が
用
い
ら
れ
た
こ

と
が
考
え
ら
れ
、
一
般
向
け
や
輸
出
用
と
し
て
販
売
さ
れ
た
美
術
染
織
と
同
等
に
語
る
に
は
、
作

品
の
主
題
や
品
質
形
状
を
検
証
す
る
上
で
は
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

明
治
時
代
前
期
の
美
術
染
織
　
─
《
塩
瀬
友
禅
に
刺
繍
薔
薇
に
孔
雀
図
掛
幅
》
の
制
作
に
つ
い
て

小
林
　
彩
子
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図1　�十二代西村總左衛門�
《塩瀬友禅に刺繍薔薇に孔雀図》　当館所蔵

図2　�伝�岸竹堂《下図孔雀図1》　
株式会社千總所蔵

図5　�十二代西村總左衛門《塩瀬友禅に刺繍海棠に孔雀図》　
当館所蔵
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図3　��伝�岸竹堂《下図孔雀図2》　
株式会社千總所蔵

図4　�伝�岸竹堂《下図孔雀図3》　
株式会社千總所蔵

図6　�岸駒《孔雀図》　
株式会社千總所蔵
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二
─
二
　
十
二
代
西
村
總
左
衛
門
の
美
術
染
織

　

当
館
の
美
術
染
織
に
は
、
ジ
ャ
カ
ー
ド
織
機
を
採
り
入
れ
た
機
業
家
、
佐
々
木
清
七

（
一
八
四
四
～
一
九
〇
八
）
や
綴
織
の
改
良
と
近
代
化
を
図
り
、
帝
室
技
芸
員
に
任
命
さ
れ
た
二
代

川
島
甚
兵
衞
（
一
八
五
三
～
一
九
一
〇
）、
髙
島
屋
呉
服
店
を
隆
盛
さ
せ
た
四
代
飯
田
新
七

（
一
八
五
七
～
一
九
四
四
）
ら
近
代
京
都
の
染
織
業
者
た
ち
に
よ
る
作
品
が
含
ま
れ
る
。
そ
の
中
で

も
多
く
遺
さ
れ
て
い
る
の
が
、
總
左
衛
門
が
制
作
指
揮
を
と
っ
た
作
品
で
あ
る
（
表
1
）。

　

總
左
衛
門
は
、
漢
学
者
と
し
て
知
ら
れ
る
三
国
幽
眠
（
一
八
一
〇
～
九
六
）
の
三
男
と
し
て
生

ま
れ
た
。
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
、
法
衣
業
を
営
ん
で
い
た
老
舗
の
千
切
屋
（
ち
き
り
や
、

現
在
の
株
式
会
社
千
總
）
西
村
家
の
養
子
と
な
り
、
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
に
家
を
継
い

だ
。
明
治
維
新
前
後
の
社
会
情
勢
の
変
化
の
中
で
、
友
禅
図
案
の
刷
新
と
新
し
い
技
術
の
開
発
を

実
行
し
て
家
業
を
拡
大
す
る
と
同
時
に
、
京
都
の
染
織
業
全
体
や
美
術
界
の
発
展
に
も
寄
与
し
た

人
物
で
あ
る
。

　

總
左
衛
門
の
活
躍
の
出
発
点
と
も
い
え
る
作
品
は
、
明
治
七
年
に
制
作
さ
れ
た
。
こ
の
年
に
宮

内
省
の
依
頼
に
よ
り
、
北
三
井
家
が
秘
蔵
し
て
い
た
沈
南
蘋
筆
に
よ
る
《
花
鳥
動
物
図
》

（
一
七
五
〇
年
、
三
井
記
念
美
術
館
所
蔵
）
を
槇
村
正
直
京
都
府
権
大
参
事
（
一
八
三
四
～
九
六
）

の
周
旋
に
よ
っ
て
借
用
し
、
日
本
画
家
の
岸
竹
堂
、
望
月
玉
泉
（
一
八
三
四
～
一
九
一
三
）、
今
尾

景
年
（
一
八
四
五
～
一
九
二
四
）、
川
辺
御
楯
（
一
八
三
八
～
一
九
〇
五
）
に
表
装
裂
も
含
め
て
模

写
さ
せ
、
そ
の
模
写
画
を
も
っ
て
、
約
一
年
を
か
け
て
友
禅
染
と
刺
繍
で
屏
風
に
仕
立
て
た
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
屏
風
は
、
現
在
、
明
治
神
宮
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
所
蔵
し
て
い
る

《
十
二
ヶ
月
禽
獣
図
屏
風
》
で
あ
る
。
南
蘋
の
原
画
は
十
一
幅
の
と
こ
ろ
、
松
鶴
図
と
蓮
白
鷺
図
を

加
え
た
十
三
幅
の
模
写
画
が
株
式
会
社
千
總
に
遺
さ
れ
て
い
る
が
、
結
果
、
蓮
白
鷺
図
の
み
を
加

え
た
十
二
扇
に
よ
り
六
曲
一
双
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
屏
風
は
明
治
天
皇
が
気
に
入
ら

れ
、
常
々
居
室
で
近
く
ご
覧
に
な
っ
た
と
い
う
（
註
8
）。
こ
の
こ
と
は
、
画
家
下
絵
に
よ
る
作
品
の

意
欲
的
な
制
作
の
き
っ
か
け
と
も
な
り
、
總
左
衛
門
が
進
む
方
向
性
に
確
信
を
与
え
た
こ
と
だ
ろ

う
。
幼
少
期
に
自
ら
も
絵
を
習
っ
て
い
た
岸
竹
堂
を
説
得
し
て
下
絵
を
描
い
て
も
ら
う
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
を
契
機
に
、
後
に
帝
室
技
芸
員
に
任
命
さ
れ
る
望
月
玉
泉
、
幸
野
楳
嶺

（
一
八
四
四
～
九
五
）、
今
尾
景
年
、
竹
内
栖
鳳
（
一
八
六
四
～
一
九
四
二
）
な
ど
、
京
都
画
壇
の

画
家
た
ち
も
下
絵
を
描
く
よ
う
に
な
り
、
友
禅
染
図
案
の
刷
新
が
図
ら
れ
た
（
註
9
）。
そ
れ
以
前

に
も
、
京
都
で
刺
繍
制
作
を
行
っ
て
い
た
田
中
利
七
（
一
八
四
六
～
没
年
不
詳
）
が
明
治
初
年
か

ら
塩
川
文
麟
（
一
八
〇
八
～
七
七
）
や
森
寬
斎
（
一
八
一
四
～
九
四
）
ら
に
下
絵
を
依
頼
し
て
い

た
こ
と
が
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
（
註
10
）、
總
左
衛
門
は
、
さ
ら
に
自
身
が
抱
え
て
い
た
画
工
や

刺
繍
工
た
ち
に
画
家
の
も
と
で
絵
を
習
熟
さ
せ
、
需
要
に
応
じ
て
従
来
の
友
禅
染
の
形
式
的
な
表

現
に
よ
る
下
絵
を
改
良
す
る
こ
と
を
行
っ
た
。
日
本
画
に
お
け
る
動
植
物
や
自
然
、
器
物
の
描

写
、
表
現
方
法
を
直
接
画
家
に
学
び
、
そ
れ
を
染
め
や
織
り
、
刺
繍
に
置
き
換
え
て
表
現
す
る
こ

と
で
、
染
織
技
術
の
向
上
と
共
に
下
絵
の
再
現
性
が
高
ま
り
、
よ
り
絵
画
的
な
性
格
が
表
れ
た
作

品
へ
と
志
向
し
て
い
っ
た
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
日
本
画
の
高
い
技
術
に
基
づ
く
新

鮮
な
絵
画
的
図
案
が
世
間
に
注
目
さ
れ
、
他
の
友
禅
家
に
お
い
て
も
画
家
に
下
絵
を
依
頼
す
る
流

れ
を
生
ん
だ
。
四
代
飯
田
新
七
は
、
明
治
十
五
年
に
は
岸
竹
堂
や
今
尾
景
年
ら
に
よ
る
下
絵
制
作

を
始
め
て
い
る
ほ
か
、
明
治
二
十
年
に
二
代
川
島
甚
兵
衞
も
久
保
田
米
僊
（
一
八
五
二
～

一
九
〇
六
）
の
原
画
に
よ
る
綴
織
壁
掛
を
制
作
し
、
そ
れ
以
降
の
明
治
二
十
年
代
～
三
十
年
代
に

は
画
家
下
絵
に
よ
る
美
術
染
織
が
主
流
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
新
し
い
技
術
の
開
発
に
つ
い
て
は
、
合
成
染
料
を
防
染
糊
に
混
ぜ
た
色
糊
で
型
付
け

し
、
染
料
を
蒸
着
さ
せ
る
「
鴨
川
染
」（
写
友
禅
）
が
創
出
さ
れ
た
ほ
か
、
天
鵞
絨
地
の
持
つ
表
面

の
毛
質
に
よ
り
陰
影
や
濃
淡
、
立
体
感
を
表
現
し
、
画
家
に
よ
る
絵
画
的
な
下
絵
を
存
分
に
表
現

す
る
こ
と
が
可
能
な
天
鵞
絨
友
禅
技
法
を
考
案
し
た
。
こ
う
し
た
技
術
は
、
明
治
十
二
年
の
第
八

回
京
都
博
覧
会
に
お
い
て
「
鴨
川
染
各
種
」
が
進
歩
賞
金
牌
を
受
賞
し
（
註
11
）、
明
治
十
四
年
の

第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
で
は
、「
天
鵞
絨
加
茂
川
染
」
が
進
歩
賞
牌
一
等
を
受
賞
す
る
な
ど
（
註

12
）、
そ
の
進
歩
が
高
い
評
価
を
得
た
。

　

刷
新
さ
れ
た
図
案
と
新
し
い
技
術
を
主
軸
に
、
国
内
外
の
博
覧
会
に
お
い
て
そ
の
技
術
と
表
現

力
の
高
さ
を
見
せ
、
さ
ら
に
輸
出
販
売
へ
と
繋
げ
て
い
く
。
總
左
衛
門
は
、『
名
家
歴
訪
録
』
の
中

で
、
開
国
し
て
間
も
な
い
頃
の
神
戸
や
横
浜
の
開
港
場
で
は
、
外
国
人
が
刺
繍
裂
を
買
い
込
む
こ

と
か
ら
、
外
国
人
の
需
要
に
合
う
よ
う
に
刺
繍
の
品
を
造
り
出
せ
ば
、
必
ず
販
路
が
開
け
る
と
考

え
た
と
述
べ
て
い
る
（
註
13
）。
そ
し
て
、
刺
繍
に
つ
い
て
も
友
禅
染
同
様
に
画
家
に
指
導
を
受
け

な
が
ら
下
絵
を
改
良
し
、
輸
出
用
の
美
術
染
織
の
道
を
切
り
開
い
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
明
治
時
代
初
期
の
總
左
衛
門
の
活
躍
の
中
で
特
筆
す
べ
き
例
と
し
て
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）

十
二
月
末
に
来
日
し
た
英
国
人
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ド
レ
ッ
サ
ー
（Christopher 

Dresser

、
一
八
三
四
～
一
九
〇
四
、
以
下
ド
レ
ッ
サ
ー
）
に
よ
る
来
訪
が
あ
る
。
ド
レ
ッ
サ
ー

は
、
明
治
十
年
一
月
十
二
日
に
内
務
卿
大
久
保
利
通
（
一
八
三
〇
～
七
八
）
と
面
会
し
、
滞
在
中

に
博
物
館
の
顧
問
と
し
て
国
内
各
地
を
周
り
（
註
14
）、
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
貿
易
を
増
加
さ

せ
る
方
法
に
つ
い
て
報
告
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
た
（
註
15
）。
同
年
一
月
二
十
三
日
に
内
務
省
よ
り

十
二
県
に
対
し
て
、
ド
レ
ッ
サ
ー
が
各
地
製
造
所
を
視
察
す
る
旨
が
布
達
さ
れ
（
註
16
）、
二
月
末

頃
に
京
都
を
訪
れ
て
い
る
。
京
都
で
は
、
陶
磁
、
金
工
、
七
宝
な
ど
の
製
造
も
見
学
し
て
い
る

が
、
染
織
業
で
は
、
内
務
大
書
記
に
就
任
し
た
ば
か
り
の
河
瀬
秀
治
（
一
八
三
九
～
一
九
二
八
）

と
、
槇
村
正
直
京
都
府
知
事
が
、
明
治
四
年
に
産
業
振
興
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
勧
業
場
を
案
内
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N
o.

作
品
名
称

員
数

時
代

法
量
（
縦
×
横
cm
）

品
質
形
状

原
画

出
品
・
受
賞
歴

1
塩
瀬
友
禅
に
刺
繍
海
棠
に
孔
雀
図
掛
幅

1
幅

明
治
14年

（
1881）

246.0
×
172.7

友
禅
染
、
刺
繍

岸
駒
《
孔
雀
図
》
1
幅

（
重
要
美
術
品
、
絹
本
着
色
、
江
戸
時
代
後
期
、
株
式
会
社
千
總
所
蔵
）

明
治
14年
（
1881）　

第
2
回
内
国
勧
業
博
覧
会
出
品

《
大
幅
壁
塩
瀬
掛
物
地
孔
雀
ニ
海
棠
小
鳥
ノ
図
》

2
塩
瀬
友
禅
に
刺
繍
薔
薇
に
孔
雀
図
掛
幅

1
幅

明
治
15年

（
1882）

276.0
×
123.5

友
禅
染
、
刺
繍

3
天
鵞
絨
友
禅
龍
図
掛
幅

1
幅

明
治
23年

（
1890）

274.0
×
210.5

天
鵞
絨
友
禅

伝
狩
野
探
幽
《
龍
図
》
6
曲
1
双
の
う
ち
右
隻

（
紙
本
墨
画
、
江
戸
時
代
、
株
式
会
社
千
總
所
蔵
）

明
治
23年
（
1890）　

第
3
回
内
国
勧
業
博
覧
会
出
品
か

4
刺
繍
嵐
山
春
秋
図
屏
風

6
曲
1
隻

明
治
23年

（
1890）

185.0
×
364.0

刺
繍

明
治
23年
（
1890）　

第
3
回
内
国
勧
業
博
覧
会
出
品

《
刺
繍
屏
風
保
津
川
図
》
一
等
妙
技
賞
受
賞
か

5
天
鵞
絨
友
禅
修
学
院
離
宮
図
掛
幅

1
幅

明
治
27年

（
1894）

311.0
×
115.0

天
鵞
絨
友
禅

6
天
鵞
絨
友
禅
栂
尾
図
掛
幅

1
幅

明
治
27年

（
1894）

310.0
×
115.0

天
鵞
絨
友
禅

7
天
鵞
絨
友
禅
老
松
鷲
虎
図
掛
幅

1
幅

明
治
27年

（
1894）

（
本
紙
）

165.5
×
68.3

天
鵞
絨
友
禅

岸
竹
堂
《
老
松
鷲
虎
図
》
を
原
画
と
す
る
《
老
松
鷲
虎
図
》
1
幅
（
明
治

17年
（
1884）、

加
藤
達
之
助
と
竹
田
宗
七
に
よ
る
刺
繡
、
第
13回

京
都

府
博
覧
会
出
品
（
明
治
17年

）、
1885年

ロ
ン
ド
ン
万
国
発
明
品
博
覧
会

出
品
、
髙
島
屋
史
料
館
所
蔵
）
と
ほ
ぼ
同
じ
図
様
。

8
天
鵞
絨
友
禅
金
閣
寺
図
壁
掛

1
枚

明
治
28年

（
1895）

（
本
紙
）

184.0
×
285.0

天
鵞
絨
友
禅

明
治
28年
（
1895）　

第
4
回
内
国
勧
業
博
覧
会
出
品

《
天
鵞
絨
友
禅
金
閣
寺
図
》
妙
技
二
等
賞
受
賞

制
作
：
藤
井
徳
三
郎
　
妙
技
二
等
賞
受
賞

9
刺
繍
陸
軍
戦
役
屏
風

4
曲
3
隻

明
治
29年

（
1896）

207.0
×
429.0

刺
繍

10
刺
繍
海
軍
戦
役
屏
風

4
曲
3
隻

明
治
29年

（
1896）

207.0
×
429.0

刺
繍

11
刺
繍
水
中
群
禽
図
額

1
面

明
治
32年

（
1899）

（
本
紙
）

136.5
×
181.8

刺
繍

今
尾
景
年
《
芦
水
禽
図
》
1
幅

（
絹
本
着
色
、
明
治
時
代
、
滋
賀
県
立
美
術
館
所
蔵
）

1900年
パ
リ
万
国
博
覧
会
出
品

《
刺
繍
横
額
水
禽
図
》
大
賞
受
賞

原
画
：
今
尾
景
年
　
協
賛
銀
牌
受
賞

12
天
鵞
絨
友
禅
嵐
ノ
図
掛
幅

1
幅

明
治
36年

（
1903）

（
本
紙
）

200.0
×
146.5

天
鵞
絨
友
禅

木
島
櫻
谷
《
猛
鷲
図
》
1
幅

（
絹
本
墨
画
着
色
、
明
治
36年
（
1903）、

株
式
会
社
千
總
所
蔵
）

明
治
36年
（
1903）　

第
5
回
内
国
勧
業
博
覧
会
出
品

《
刺
繍
嵐
壁
掛
》　
二
等
賞
受
賞

13
天
鵞
絨
友
禅
桐
に
鳳
凰
図
壁
掛

1
枚

大
正
3
年
（
1914）

（
本
紙
）

212.5
×
175.0

天
鵞
絨
友
禅

大
正
3
年
（
1914）　

東
京
大
正
博
覧
会
出
品

《
天
鵞
絨
友
禅
壁
掛
桐
に
鳳
》　
金
（
賞
）
牌
受
賞

※
他
機
関
所
蔵
作
品
の
基
本
情
報
は
、
下
記
を
参
照
し
た
。

・
京
都
文
化
博
物
館
学
芸
課
編
集
『
千
總
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
　
京
の
優
雅
～
小
袖
と
屏
風
～
』
京
都
文
化
博
物
館
、
2005年

・
公
益
財
団
法
人
泉
屋
博
古
館
編
集
『
生
誕
140年

記
念
　
特
別
展
　
木
島
櫻
谷
　
近
代
動
物
画
の
冒
険
』
株
式
会
社
ラ
イ
ブ
Zepp、

2017年
・
千
總
文
化
研
究
所
/千
總
文
化
に
つ
い
て
─
有
形
文
化
財
　
近
世
絵
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
　
https://icac.or .jp/public/culture/p_collection/（

2023年
1
月
25日
最
終
閲
覧
）

・
�京
都
市
京
セ
ラ
美
術
館
（
京
都
市
美
術
館
）
学
芸
課
編
集
『
特
別
展
　
綺
羅
め
く
京
の
明
治
美
術
─
世
界
が
驚
い
た
帝
室
技
芸
員
の
神
業
』
京
都
市
京
セ
ラ
美
術
館
、
2022年

・
廣
田
孝
監
修
『
刺
繍
絵
画
の
世
界
展
　
明
治
・
大
正
の
日
本
の
美
術
』
N
H
Kサ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
2022年

※
博
覧
会
へ
の
出
品
・
受
賞
歴
に
つ
い
て
は
、
下
記
を
参
照
し
た
。

・
東
京
大
正
博
覧
会
編
纂
『
東
京
大
正
博
覧
会
出
品
審
査
概
況
：
附
・
受
賞
人
名
簿
』
東
京
大
正
博
覧
会
記
念
帖
刊
行
会
、
1914年

・
�東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
美
術
部
（
美
術
研
究
所
）
編
集
『
明
治
美
術
基
礎
資
料
集
　
内
国
勧
業
博
覧
会
内
国
絵
画
共
進
会
（
第
一
・
二
回
）』
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
、
1975年

・
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
美
術
部
編
『
内
国
勧
業
博
覧
会
美
術
品
出
品
目
録
』
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
、
1996年

表
1　
当
館
が
所
蔵
す
る
12代

西
村
總
左
衛
門
に
よ
る
作
品
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し
て
織
物
や
織
機
な
ど
を
見
学
し
た
ほ
か
、
總
左
衛
門
の
友
禅
染
の
見
学
も
含
ま
れ
て
い
た
。
視

察
に
同
行
し
た
内
務
省
博
物
館
係
の
石
田
為
武
（
一
八
三
七
～
七
九
）
に
よ
る
『
石
田
為
武
筆
録　

ド
ク
ト
ル
ド
レ
ッ
セ
ル
同
行
報
告
書
』
に
は
、「
友
禅
会
社
友
禅
染
ノ
評
」
と
し
て
「
西
村
家
ニ
於

テ
製
造
ス
ル
友
禅
ノ
法
ハ
即
時
随
意
ノ
紋
様
ヲ
染
出
シ
或
ハ
書
画
ヲ
其
形
ニ
染
テ

4

4

4

4

4

4

4

4

神
速
ノ
巧
ヲ
顕

ス
モ
ノ
殊
ニ
奇
特
ノ
発
明
ナ
リ
」（
傍
点
引
用
者
）
と
記
録
さ
れ
、
こ
の
友
禅
染
の
様
子
を
見
た
ド

レ
ッ
サ
ー
が
、
感
嘆
し
て
袱
紗
類
を
購
入
し
た
ほ
か
、
必
要
な
染
料
や
用
品
ま
で
も
求
め
た
こ
と

が
記
録
さ
れ
て
い
る
（
註
17
）。

　

案
内
役
の
槇
村
正
直
は
京
都
の
産
業
の
近
代
化
政
策
を
先
導
し
、
明
治
四
年
か
ら
京
都
博
覧
会

を
開
催
、
明
治
五
年
に
は
技
術
の
習
得
や
機
械
購
入
の
た
め
に
伝
習
生
を
フ
ラ
ン
ス
の
リ
ヨ
ン
へ

派
遣
し
、
持
ち
帰
っ
た
ジ
ャ
カ
ー
ド
織
機
、
紋
彫
機
な
ど
を
設
置
し
た
官
営
の
織
工
場
（
明
治
七

年
、
後
に
織
殿
と
改
称
）
や
染
殿
（
明
治
八
年
）
を
開
設
す
る
な
ど
、
染
織
業
と
の
関
わ
り
は
深

か
っ
た
。
ま
た
、
先
に
述
べ
た
通
り
、
沈
南
蘋
筆
に
よ
る
《
花
鳥
動
物
図
》
の
模
写
に
も
関
係
し

て
い
る
。
明
治
政
府
の
依
頼
に
よ
っ
て
国
内
産
業
を
視
察
す
る
外
国
人
を
案
内
す
る
企
業
と
し
て

總
左
衛
門
の
友
禅
染
が
選
ば
れ
た
の
も
、
そ
う
し
た
京
都
の
産
業
振
興
の
中
で
築
か
れ
た
関
わ
り

の
中
で
行
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
率
先
し
て
様
々
な
改
善
や
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
た
こ
と
も
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
明
治
時
代
初
期
に
お
け
る
こ
う
し
た
外

国
人
の
来
訪
は
国
外
輸
出
へ
向
け
た
以
後
の
発
展
の
一
端
と
も
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

總
左
衛
門
は
、
美
術
染
織
を
語
る
上
で
は
重
要
か
つ
欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ
る
。
美
術
染
織
を

制
作
し
た
川
島
甚
兵
衞
や
、
飯
田
新
七
と
ほ
ぼ
同
時
期
と
は
い
え
、
絵
画
と
見
紛
う
ほ
ど
の
美
術

染
織
が
誕
生
し
た
背
景
を
み
る
と
、
總
左
衛
門
に
よ
る
下
絵
の
刷
新
と
技
術
開
発
は
、
伝
統
的
な

友
禅
染
を
継
承
し
つ
つ
も
新
た
な
出
発
点
と
な
っ
て
お
り
、
や
は
り
彼
の
活
躍
は
先
駆
的
で
あ

る
。
江
戸
時
代
か
ら
の
伝
統
的
な
友
禅
文
様
か
ら
抜
け
出
し
、
新
鮮
さ
や
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
求

め
た
時
に
、
独
自
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
力
で
下
絵
の
刷
新
を
図
っ
た
か
ら
こ
そ
、
優
れ
た
技
術
に
よ

る
美
術
染
織
が
広
が
り
を
み
せ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
活
躍
に
よ
っ
て
宮
内
省
か

ら
制
作
の
依
頼
を
受
け
た
り
、
国
内
外
の
博
覧
会
で
の
受
賞
作
品
が
購
入
さ
れ
た
り
し
た
こ
と

で
、
總
左
衛
門
の
数
々
の
作
品
が
皇
室
に
納
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

三
　《
薔
薇
に
孔
雀
図
》
の
制
作

　
三
─
一
　《
海
棠
に
孔
雀
図
》
と
の
比
較

　

總
左
衛
門
が
手
腕
を
振
る
い
、
そ
の
成
果
が
現
れ
始
め
て
い
た
明
治
十
年
代
の
作
品
が
、
当
館

所
蔵
の
《
塩
瀬
友
禅
に
刺
繍
海
棠
に
孔
雀
図
掛
幅
》（
以
下
、《
海
棠
に
孔
雀
図
》、
図
5
）、
と

《
薔
薇
に
孔
雀
図
》
で
あ
る
。
前
者
は
明
治
十
四
年
の
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
出
品
後
、
後
者

は
明
治
十
五
年
三
月
に
宮
内
省
が
購
入
し
て
お
り
、
品
質
や
形
状
、
構
図
が
よ
く
似
た
作
品
で
あ

り
な
が
ら
時
期
を
隔
て
ず
に
入
手
さ
れ
た
。

　

ま
ず
、《
海
棠
に
孔
雀
図
》
は
、
江
戸
時
代
中
後
期
に
京
都
に
お
い
て
活
躍
し
た
岸
駒

（
一
七
四
九
～
一
八
三
八
）
に
よ
る
《
孔
雀
図
》
一
幅
（
絹
本
着
色
、
縦
一
九
一・
七
×
横

一
四
四・二
㎝
、
重
要
美
術
品
、
株
式
会
社
千
總
所
蔵
、
図
6
）
を
原
画
と
し
、
ほ
ぼ
忠
実
に
再
現

し
た
作
品
で
あ
る
。
塩
瀬
地
に
、
挿
友
禅
や
豆
描
友
禅
、
写
友
禅
の
技
法
を
併
用
し
た
友
禅
染
が

中
心
で
、
雄
の
真
孔
雀
の
飾
り
羽
（
上
尾
筒
）
と
雌
雄
共
に
黒
目
部
分
、
小
禽
の
目
、
蜂
、
花
海

棠
の
花
芯
や
鈴
蘭
の
花
弁
と
い
っ
た
部
分
に
平
糸
や
撚
金
糸
な
ど
で
刺
し
繍
や
纏
い
繍
、
伏
せ
繍

の
刺
繍
を
し
た
、
染
め
と
刺
繍
に
よ
る
作
品
で
あ
る
。
図
様
は
、
画
面
中
央
の
岩
上
に
立
つ
雄
の

孔
雀
（
図
7
）
の
眼
下
に
、
や
や
右
に
首
を
傾
け
て
正
面
を
見
つ
め
る
雌
の
孔
雀
が
う
ず
く
ま

る
。
画
面
の
右
側
に
は
、
岩
陰
か
ら
花
海
棠
の
幹
が
湾
曲
し
て
一
旦
画
面
か
ら
消
え
た
後
に
、
右

上
か
ら
中
央
に
向
か
っ
て
枝
垂
れ
、
枝
に
は
二
羽
の
山
鵲
が
戯
れ
る
。
そ
の
枝
先
の
左
方
に
、
小

瑠
璃
や
鷽
と
み
ら
れ
る
小
禽
が
飛
ぶ
。
画
面
右
下
は
水
辺
に
鈴
蘭
が
咲
き
、
雀
が
遊
ぶ
春
の
情
景

で
あ
る
。
表
具
は
画
面
と
ひ
と
続
き
の
同
生
地
に
、
挿
友
禅
で
蜀
江
文
を
表
し
、
円
の
部
分
に
藍

ま
た
は
萌
黄
の
甘
撚
糸
と
撚
金
糸
を
繍
い
入
れ
て
い
る
（
図
8
）。
軸
は
、
木
製
漆
塗
で
、
軸
端
の

縁
に
金
蒔
絵
で
菊
唐
草
を
表
す
。
外
題
に
は
「
友
仙
染
鵲
孔
雀
」、
木
箱
に
「
友
禅
染
鵲
孔
雀　
一

幅
」
の
墨
書
が
あ
る
。

　
一
方
の
《
薔
薇
に
孔
雀
図
》
は
、
縦
が
長
く
、
横
幅
が
狭
い
縦
長
の
画
面
で
あ
る
。《
海
棠
に
孔

雀
図
》
と
同
様
に
、
塩
瀬
地
に
挿
友
禅
、
豆
描
友
禅
と
写
友
禅
の
技
法
が
中
心
で
あ
る
が
、
刺
繍

の
割
合
は
や
や
多
く
、
小
鳥
、
花
弁
や
花
芯
な
ど
の
部
分
の
ほ
か
、
孔
雀
は
飾
り
羽
や
目
だ
け
で

な
く
、
頭
頂
の
冠
羽
を
含
め
た
頭
部
も
刺
繍
で
あ
る
。
ま
た
、
平
糸
や
甘
撚
糸
、
撚
金
糸
で
刺
し

繍
や
纏
い
繍
、
相
良
繍
、
菅
繍
、
渡
し
繍
、
斜
繍
を
す
る
な
ど
技
法
の
種
類
も
多
い
。
図
様
は
、

水
際
の
土
坡
に
白
い
花
を
咲
か
せ
た
沈
丁
花
と
白
薔
薇
、
蒲
公
英
、
春
蘭
の
花
と
、
鶺
鴒
、
雀
、

翡
翠
を
表
す
。
沈
丁
花
の
右
側
に
う
ず
く
ま
る
雌
の
孔
雀
、
さ
ら
に
そ
の
右
隣
に
丸
み
を
帯
び
た

岩
を
表
す
。
岩
上
に
立
つ
雄
の
孔
雀
（
図
9
）
は
、
飾
り
羽
を
広
げ
な
が
ら
雌
を
見
て
い
る
。
画

面
の
上
部
、
右
端
に
薄
く
桃
色
が
か
っ
た
薔
薇
と
花
桃
の
枝
が
左
方
へ
向
か
っ
て
伸
展
し
、
そ
の

枝
に
は
四
羽
の
椋
鳥
が
羽
を
休
め
た
り
、
飛
翔
し
た
り
す
る
春
景
で
あ
る
。
表
具
は
画
面
と
ひ
と

続
き
の
同
生
地
に
、
挿
友
禅
で
蜀
江
文
を
表
し
、
部
分
的
に
青
緑
色
の
甘
撚
糸
と
撚
金
糸
を
繍
い

入
れ
て
い
る
（
図
10
）。
軸
は
、
木
製
漆
塗
で
、
軸
端
は
金
銀
の
蒔
絵
で
菊
唐
草
と
鳳
凰
を
表
す
。

外
題
に
は
「
友
仙
染
画
孔
雀
」、
木
箱
に
「
友
禅
染
画
孔
雀　
一
幅
」
の
墨
書
が
あ
る
。

　

全
体
の
構
成
に
つ
い
て
共
通
し
て
い
る
事
項
は
、
地
と
表
具
部
分
で
あ
る
。
地
に
つ
い
て
は
、

経
糸
よ
り
も
緯
糸
が
太
く
畝
が
あ
る
塩
瀬
と
い
わ
れ
る
絹
地
で
、
總
左
衛
門
は
、
第
一
回
内
国
勧
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業
博
覧
会
に
「
掛
物
（
一
八
）
広
幅
塩
瀬
郭
子
儀
表
装
共
友
禅
染
上
ケ
繍
交
リ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

」（
傍
点
引
用
者
）

を
出
品
し
、
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
も
塩
瀬
地
に
友
禅
染
の
掛
物
や
屏
風
を
複
数
出
品
し
て

い
る
（
註
18
）。
郭
子
儀
の
掛
幅
の
名
称
か
ら
画
面
と
表
具
裂
の
部
分
共
に
友
禅
染
で
あ
っ
た
こ
と

が
分
か
る
ほ
か
、
前
述
し
た
明
治
七
年
制
作
の
《
十
二
ヶ
月
禽
獣
図
屏
風
》
も
同
一
生
地
に
染
め

で
蜀
江
文
の
表
具
裂
を
表
し
た
作
品
で
あ
る
（
註
19
）。
塩
瀬
地
に
友
禅
染
の
掛
幅
と
い
う
こ
と

や
、
表
具
裂
を
付
け
ず
に
同
一
生
地
に
染
め
表
し
、
あ
た
か
も
表
具
裂
を
廻
し
た
よ
う
な
表
現

は
、
こ
の
時
期
の
總
左
衛
門
作
品
の
特
徴
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
友
禅
染
に
よ

る
掛
幅
は
江
戸
時
代
中
頃
に
は
制
作
さ
れ
始
め
て
お
り
、
表
具
部
分
ま
で
友
禅
染
で
表
し
て
い
る

も
の
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
長
崎
氏
が
既
に
指
摘
し
て
お
り
（
註
20
）、
江
戸
時
代
の
友
禅
掛
幅
の

仕
様
が
参
考
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
構
図
や
個
々
の
図
様
に
つ
い
て
両
者
を
比
較
す
る
と
、《
薔
薇
に
孔
雀
図
》
は
余
白
が
少
な
く
、

個
々
の
図
様
を
決
め
ら
れ
た
配
置
に
収
め
よ
う
と
す
る
意
識
が
強
く
働
い
て
い
る
よ
う
に
み
え

る
。
岩
は
皴
法
で
立
体
感
、
質
量
を
出
そ
う
と
し
て
い
る
が
、《
海
棠
に
孔
雀
図
》
に
比
べ
て
線
描

に
截
然
さ
を
欠
き
、
な
お
か
つ
右
へ
傾
倒
し
て
不
安
定
で
あ
る
。
そ
の
岩
と
沈
丁
花
の
間
に
は
雌

の
孔
雀
が
窮
屈
そ
う
に
挟
ま
っ
て
い
る
。
雄
の
孔
雀
は
《
海
棠
に
孔
雀
図
》
の
堂
々
た
る
形
姿
に

比
べ
て
、
身
体
に
奥
行
が
感
じ
ら
れ
ず
、
脚
爪
の
頑
丈
さ
に
比
べ
て
体
躯
が
細
い
。
ま
た
、
飾
り

羽
は
下
側
が
短
く
弧
を
描
い
て
扇
形
に
開
く
は
ず
が
、
左
右
上
下
と
も
ほ
ぼ
長
さ
が
変
ら
ず
に
四

角
く
広
が
っ
て
い
る
ほ
か
、
右
側
の
羽
は
不
自
然
に
縮
こ
ま
り
、
画
幅
に
無
理
に
収
め
ら
れ
た
感

じ
が
否
め
な
い
。
空
は
ム
ラ
な
く
一
色
に
染
め
上
げ
ら
れ
平
板
で
あ
る
な
ど
、
全
体
に
画
面
の
奥

行
き
や
立
体
感
が
少
な
い
。
岸
駒
に
よ
る
完
成
さ
れ
た
本
画
を
基
に
し
た
《
海
棠
に
孔
雀
図
》
に

比
べ
る
と
、
個
々
の
図
様
の
細
部
が
些
か
バ
ラ
ン
ス
を
欠
い
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ

う
か
。
そ
の
基
と
な
っ
た
下
図
に
つ
い
て
み
て
い
く
。

　
三
─
二
　《
薔
薇
に
孔
雀
図
》
の
下
図
三
幅
に
つ
い
て

　

冒
頭
に
述
べ
た
通
り
、
株
式
会
社
千
總
が
所
蔵
す
る
下
図
三
幅
の
存
在
が
明
ら
か
と
な
り
、
令

和
三
年
に
機
会
を
得
て
調
査
を
行
っ
た
。
①
か
ら
③
の
い
ず
れ
も
が
、
草
花
木
と
鳥
の
形
状
、
配

置
を
検
討
す
る
下
図
で
あ
る
。
各
幅
の
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
《
下
図
孔
雀
図
1
》（
図
2
）

縦
一
八
二・三
×
横
九
七・〇
㎝
。
紙
本
墨
画
淡
彩
。

全
体
は
墨
画
で
あ
る
が
、
孔
雀
や
鳥
の
一
部
、
薔
薇
な
ど
が
淡
く
色
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
左
下

の
岩
場
に
地
面
を
見
る
立
ち
姿
の
雌
の
孔
雀
、
沈
丁
花
、
春
蘭
、
蒲
公
英
が
描
か
れ
る
。
そ
の
右

側
の
や
や
上
に
雄
の
孔
雀
が
飾
り
羽
を
開
き
、
雌
の
方
を
見
て
立
つ
。
雄
の
体
、
脚
と
そ
の
周
辺

は
、
上
か
ら
紙
を
貼
り
付
け
て
姿
勢
と
位
置
を
修
正
し
て
い
る
。
上
部
右
端
か
ら
薔
薇
と
花
桃
の

枝
が
左
方
へ
向
か
っ
て
伸
展
し
、
枝
に
は
四
羽
の
椋
鳥
が
羽
を
休
め
た
り
、
飛
翔
し
た
り
し
て
い

る
。

　

描
か
れ
て
い
る
草
木
、
鳥
の
種
類
や
配
置
は
《
薔
薇
に
孔
雀
図
》
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
岩

図9　《薔薇に孔雀図》　雄孔雀部分

図10　《薔薇に孔雀図》　表具裂を表した部分

図7　《海棠に孔雀図》　雄孔雀部分

図8　《海棠に孔雀図》　表具裂を表した部分
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が
描
か
れ
ず
、
雌
の
孔
雀
が
立
姿
で
あ
る
の
が
大
き
な
違
い
で
あ
る
。
細
部
で
は
、
沈
丁
花
、
春

蘭
、
蒲
公
英
の
位
置
や
枝
葉
の
広
が
り
具
合
が
異
な
る
ほ
か
、《
薔
薇
に
孔
雀
図
》
に
は
な
い
形
姿

の
雀
と
蝶
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
11
）。

②
《
下
図
孔
雀
図
2
》（
図
3
）

縦
一
六
〇・〇
×
横
八
八・五
㎝
。
紙
本
墨
画
。

左
下
に
蒲
公
英
、
シ
ャ
ガ
、
沈
丁
花
が
描
か
れ
、
そ
こ
に
黒
い
鳥
と
翡
翠
が
描
か
れ
る
。
翡
翠

の
下
に
「
瑞
香
／
春
蘭
／
シ
ヤ
ガ
／
タ
ン
ホ
」
の
墨
書
が
あ
る
（
図
12
）。
右
下
の
岩
場
の
上
に
首

を
後
方
へ
折
り
曲
げ
た
雌
の
孔
雀
が
座
し
、
そ
の
羽
先
の
部
分
に
、「
向
」
の
墨
書
が
あ
る
（
図

13
）。
そ
の
直
ぐ
上
、
中
央
に
雄
が
飾
り
羽
を
広
げ
て
立
つ
。
飾
り
羽
の
先
端
部
分
に
「

」
が

墨
書
さ
れ
る
。
雄
の
頭
部
か
ら
体
部
に
か
け
て
紙
を
貼
り
付
け
て
修
正
し
て
い
る
。
孔
雀
の
上
部

に
は
、
右
側
か
ら
薔
薇
と
花
桃
の
枝
が
山
な
り
に
描
か
れ
る
。
薔
薇
に
は
三
羽
の
小
鳥
が
戯
れ
、

花
桃
の
枝
先
に
は
二
羽
の
椋
鳥
が
描
か
れ
る
。

　

本
図
は
、
画
面
上
部
に
薔
薇
と
花
桃
の
枝
、
中
央
に
雄
の
孔
雀
、
手
前
に
雌
の
孔
雀
と
い
う
共

通
項
は
あ
る
が
、
個
々
の
形
状
は
《
薔
薇
に
孔
雀
図
》
と
異
な
る
。
上
部
の
花
桃
の
枝
に
は
ほ
と

ん
ど
花
葉
が
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
枝
先
に
留
ま
る
椋
鳥
の
数
は
少
な
い
。
薔
薇
の
周
辺
に
飛
翔
す

る
三
羽
の
小
鳥
は
完
成
し
た
《
薔
薇
に
孔
雀
図
》
に
は
表
さ
れ
て
い
な
い
。
雄
は
正
面
を
向
い
て

立
つ
が
、
視
線
は
雌
に
向
か
わ
ず
、
雌
の
位
置
や
姿
勢
も
異
な
る
。
①
ほ
ど
描
き
込
ん
だ
様
子
が

な
く
、
ラ
フ
ス
ケ
ッ
チ
と
い
う
印
象
で
あ
る
。

③
《
下
図
孔
雀
図
3
》（
図
4
）

縦
一
五
〇・〇
×
横
八
八・七
㎝
。
紙
本
墨
画
。

①
、
②
よ
り
も
縦
寸
法
が
短
く
、《
薔
薇
に
孔
雀
図
》
の
上
部
に
描
か
れ
る
薔
薇
や
花
桃
の
枝
、

椋
鳥
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
本
図
は
《
薔
薇
に
孔
雀
図
》
の
当
該
部
分
と
ほ
ぼ
同
じ
配

置
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
左
下
に
は
降
下
す
る
雀
と
正
面
を
向
い
た
雀
（
図
14
）
が
描
か
れ
る
。

沈
丁
花
の
右
側
に
は
雌
の
孔
雀
が
う
ず
く
ま
る
が
、
そ
の
左
側
に
①
で
描
か
れ
た
立
ち
姿
の
雌
の

孔
雀
と
よ
く
似
た
体
躯
が
薄
く
描
か
れ
て
い
る
。
雌
の
右
側
に
は
岩
の
上
か
ら
見
下
ろ
す
よ
う
に

雄
の
孔
雀
が
立
つ
。
頭
部
は
何
度
か
描
き
直
さ
れ
て
い
る
。

　

完
成
し
た
《
薔
薇
に
孔
雀
図
》
と
①
～
③
に
描
か
れ
た
内
容
を
比
較
す
る
と
、
②
の
配
置
や
形

状
が
本
図
と
異
な
り
、
構
成
要
素
と
し
て
《
薔
薇
に
孔
雀
図
》
に
な
い
花
や
鳥
が
描
か
れ
て
い
る

こ
と
、
部
分
的
に
指
示
書
き
や
記
号
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
三
図
の
中
で
は
始
め
に

描
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
か
ら
配
置
を
整
え
、
色
を
加
え
た
の
が
①
で
あ
る
。
①
で
は
、

上
部
の
薔
薇
や
花
桃
の
枝
ぶ
り
が
《
薔
薇
に
孔
雀
図
》
に
近
づ
き
、
椋
鳥
は
四
羽
に
増
え
、
薔
薇

周
辺
の
鳥
は
消
え
た
。
雄
孔
雀
は
体
を
斜
め
横
に
向
け
、
雌
に
向
か
っ
て
飾
り
羽
を
広
げ
る
姿
と

な
っ
た
。
ま
た
、
雌
孔
雀
の
周
辺
は
、
②
よ
り
も
形
が
整
え
ら
れ
て
余
白
が
生
ま
れ
、
す
っ
き
り

と
し
て
い
る
。
③
で
は
、
雄
孔
雀
を
岩
上
へ
引
き
上
げ
て
右
下
の
余
白
を
埋
め
、
雌
の
孔
雀
を
①

の
姿
の
ま
ま
左
側
へ
配
置
し
よ
う
と
描
い
た
も
の
の
、
岩
横
へ
体
の
向
き
を
改
め
座
っ
た
姿
に
描

き
直
し
て
い
る
。
こ
の
③
の
図
で
、
雌
雄
の
孔
雀
周
辺
の
構
成
が
ほ
ぼ
固
ま
っ
た
こ
と
が
分
か

る
。
①
～
③
各
図
部
分
の
足
し
引
き
の
結
果
、
①
の
上
部
の
薔
薇
と
花
桃
周
辺
と
③
の
孔
雀
周
辺

の
図
を
組
み
合
わ
せ
、
②
に
の
み
描
か
れ
て
い
た
翡
翠
が
向
き
を
変
え
て
復
活
し
、
黒
い
鳥
は
鶺

鴒
と
し
て
左
下
に
表
さ
れ
て
《
薔
薇
に
孔
雀
図
》
が
完
成
し
た
こ
と
が
導
き
出
せ
た
。
た
だ
し
、

図11　�①《下図孔雀図1》部分　
雀（中央上）と蝶（右下）

図12　②《下図孔雀図2》部分　墨書

図13　�②《下図孔雀図2》部分　
墨書「向」

図14　③《下図孔雀図3》部分　雀
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①
、
③
と
《
薔
薇
に
孔
雀
図
》
が
ほ
ぼ
同
じ
構
図
で
あ
る
と
は
い
え
、
個
々
の
動
植
物
の
形
状
が

微
妙
に
異
な
る
こ
と
や
、
③
に
は
《
薔
薇
に
孔
雀
図
》
の
画
面
下
の
水
辺
や
沈
丁
花
の
側
の
白
薔

薇
が
描
か
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
①
～
③
以
外
に
も
下
絵
図
が
存
在
す
る
可
能
性
は
否
定
で
き

な
い
。

　

各
下
図
と
完
成
し
た
《
薔
薇
に
孔
雀
図
》
を
比
較
し
て
み
る
と
、
前
項
で
指
摘
し
た
細
部
の
不

自
然
さ
は
、
こ
の
よ
う
な
図
様
の
組
み
合
わ
せ
の
過
程
に
お
い
て
生
じ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
。
千
總
に
残
さ
れ
て
い
る
画
家
に
よ
る
と
み
ら
れ
る
下
絵
の
中
に
は
、「
画
家
の
下
絵
を
画

工
が
模
写
し
た
と
思
わ
れ
る
も
の
」
や
、
袱
紗
の
図
案
で
は
「
岸
竹
堂
や
今
尾
景
年
の
印
章
が
あ

る
も
の
も
存
在
す
る
が
、
画
家
本
人
の
も
の
と
い
う
よ
り
、
画
工
が
模
写
し
、
袱
紗
の
大
き
さ
に

図
像
を
納
め
ら
れ
る
よ
う
に
図
案
と
し
て
調
整
し
た
も
の
」
も
含
ま
れ
る
と
い
う
（
註
21
）。《
海
棠

に
孔
雀
図
》
の
よ
う
に
原
画
を
そ
の
ま
ま
に
表
現
す
る
制
作
方
法
と
は
異
な
り
、《
薔
薇
に
孔
雀

図
》
の
場
合
は
、
①
～
③
の
下
図
も
含
め
て
岸
竹
堂
に
よ
る
画
を
基
に
し
つ
つ
、
画
幅
に
収
ま
る

様
に
調
整
す
る
な
ど
し
た
下
絵
図
を
描
き
、
さ
ら
に
実
際
の
制
作
過
程
に
お
い
て
も
若
干
の
変

更
、
修
正
を
加
え
た
可
能
性
は
多
分
に
あ
る
だ
ろ
う
。

四
　
お
わ
り
に

　

明
治
時
代
初
期
か
ら
總
左
衛
門
が
改
良
を
加
え
て
き
た
友
禅
染
下
絵
で
あ
る
が
、《
薔
薇
に
孔

雀
図
》
が
制
作
さ
れ
た
明
治
十
五
年
頃
は
、
完
成
し
た
絵
画
を
基
に
し
た
作
品
も
制
作
し
つ
つ
、

画
工
や
刺
繍
工
が
画
家
に
手
ほ
ど
き
を
受
け
な
が
ら
制
作
し
て
い
た
時
期
で
も
あ
る
。
今
回
、
各

下
図
を
比
較
し
た
こ
と
で
、《
薔
薇
に
孔
雀
図
》
は
岸
竹
堂
の
下
絵
図
に
基
づ
き
つ
つ
微
修
正
を
加

え
な
が
ら
制
作
さ
れ
た
蓋
然
性
が
高
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
下
図
①
～
③
は
、
い
ず
れ
も
無
落

款
だ
が
岸
竹
堂
の
筆
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
本
人
の
筆
に
よ
る
も
の
か
否
か
に
つ
い
て
、
明
ら
か

に
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
岸
竹
堂
に
よ
る
下
絵
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
大
橋
乗
保
氏
に

よ
る
岸
竹
堂
に
関
す
る
複
数
の
論
考
（
註
22
）
の
中
で
報
告
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
近
年
で
は
、
岸
家

に
伝
わ
る
下
絵
・
写
生
類
の
一
群
に
つ
い
て
概
要
報
告
が
さ
れ
て
お
り
（
註
23
）、
詳
細
な
報
告
が

待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
岸
竹
堂
の
下
絵
の
傾
向
や
画
題
、
描
き
方
な
ど
の

面
か
ら
も
探
る
必
要
が
あ
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

　
ま
た
、
前
年
に
《
海
棠
に
孔
雀
図
》
を
購
入
し
た
の
に
直
ぐ
に
同
じ
よ
う
な
仕
様
の
作
品
を
な

ぜ
宮
内
省
が
必
要
と
し
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
未
解
決
で
あ
り
、
そ
の
工
期
の
問
題
で
図
様
に
若

干
不
自
然
さ
が
残
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
案
す
る
ほ
か
、
總
左
衛
門
作
品
の
特
徴
や
江
戸
期

の
染
掛
幅
と
の
関
連
性
の
有
無
、
ま
た
そ
れ
が
美
術
染
織
へ
と
ど
の
よ
う
に
繋
が
っ
て
い
く
の
か

否
か
な
ど
、
追
っ
て
調
査
す
べ
き
事
項
も
み
え
て
き
た
。
本
作
に
か
か
る
こ
う
し
た
事
項
も
含

め
、
当
館
の
美
術
染
織
に
つ
い
て
は
、
個
別
の
作
品
の
詳
細
や
類
品
調
査
、
文
献
調
査
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。
今
後
も
館
内
外
を
含
め
た
作
品
の
調
査
研
究
に
よ
っ
て
、
美

術
染
織
の
全
容
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

（
当
館
学
芸
室
主
任
研
究
官
）

註（
1
）
本
稿
で
は
、
原
画
、
下
絵
、
下
図
の
語
義
を
次
の
よ
う
に
区
別
し
た
。「
原
画
」
─
作
品
の
基
と
な
っ
た

絵
画
。
絵
画
と
し
て
の
観
賞
性
も
有
す
る
画
。「
下
絵
」
─
作
品
制
作
の
た
め
の
下
図
で
、
ほ
ぼ
完
成
形

に
近
い
画
。「
下
図
」
─
作
品
制
作
の
た
め
の
構
図
や
模
様
を
練
る
た
め
の
下
描
き
の
画
。
下
絵
と
下
図

の
両
方
の
性
格
を
併
せ
持
つ
場
合
は
、「
下
絵
図
」
と
し
た
。

（
2
）
十
二
代
は
、
明
治
十
七
年
ま
で
西
村
總
右
衛
門
、
そ
れ
以
後
は
西
村
總
左
衛
門
と
名
乗
る
が
、
本
稿
で

は
總
左
衛
門
に
統
一
し
た
。
ま
た
、
總
左
衛
門
の
経
歴
や
千
切
屋
に
つ
い
て
は
、
京
都
文
化
博
物
館
学
芸

課
編
集
『
千
總
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

京
の
優
雅
～
小
袖
と
屏
風
～
』
展
図
録
、
京
都
文
化
博
物
館
、

二
〇
〇
五
年
、
お
よ
び
千
總
編
集
『
京
都
老
舗
の
文
化
史　

千
總
四
六
〇
年
の
歴
史
』
展
図
録
、
京
都

文
化
博
物
館
、
株
式
会
社
千
總
、
二
〇
一
五
年
の
ほ
か
、
千
總
文
化
研
究
所
の
小
田
桃
子
氏
、
近
藤
眞

音
氏
に
よ
る
總
左
衛
門
の
活
動
年
表
Ｐ
Ｄ
Ｆ
「
年
表
：
京
都
美
術
協
会
発
行
の
雑
誌
に
お
け
る
12
代
西

村
總
左
衛
門
の
活
動
」https://icac/or/jp/public/culture/sozaem

on_12

（
二
〇
二
二
年
四
月
十
三
日

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）
を
参
照
し
た
。

（
3
）
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
『
美
術
染
織
の
精
華
─
織
・
染
・
繍
に
よ
る
明
治
の
室
内
装
飾
』
展
図
録
、
宮

内
庁
、
二
〇
一
一
年
、
四
頁
。

（
4
）
中
川
麻
子
「《
美
術
染
織
》
概
念
の
成
立
経
緯
」『
デ
ザ
イ
ン
学
研
究
』
五
十
八
巻
、
六
号
、
日
本
デ
ザ

イ
ン
学
会
、
二
〇
一
二
年
、
五
十
八
頁
。

（
5
）
長
崎
巌
「
明
治
の
美
術
染
織
と
江
戸
時
代
の
伝
統
染
織
」『
共
立
女
子
大
学
家
政
学
部
紀
要
』
第
六
十
一

号
、
共
立
女
子
大
学
、
二
〇
一
五
年
、
四
十
九
─
五
十
七
頁
。

（
6
）
廣
田
孝
『
髙
島
屋
「
貿
易
部
」
美
術
染
織
作
品
の
記
録
写
真
集
』
京
都
女
子
大
学
研
究
叢
刊
47
、
京
都

女
子
大
学
、
二
〇
〇
九
年
や
同
『
明
治
大
正
期
の
染
織
資
料
の
研
究
（
髙
島
屋
史
料
館
所
蔵
）
─
源

泉
・
下
絵
・
作
品
写
真
の
比
較
・
考
察
─
』
京
都
女
子
大
学
研
究
叢
刊
55
、
京
都
女
子
大
学
、

二
〇
一
八
年
な
ど
が
あ
る
。

（
7
）
松
原
史
「
近
代
「
刺
繍
絵
画
」
の
誕
生
─
近
代
的
特
徴
と
前
近
代
か
ら
の
系
譜
─
」『ART RE-

SEARCH

（
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
）』
十
三
号
、
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
、

二
〇
一
三
年
、
三
─
十
五
頁
や
同
『
刺
繡
の
近
代　

輸
出
刺
繡
の
日
欧
交
流
史
』
思
文
閣
出
版
、

二
〇
二
一
年
が
あ
る
。

（
8
）
黒
田
譲
（
天
外
）『
名
家
歴
訪
録
』
上
篇
、
黒
田
譲
、
一
八
九
九
年
、
三
〇
七
頁
。

（
9
）
黒
田
氏
、
前
掲
書
（
註
8
）、
二
九
九
～
三
一
三
頁
。

（
10
）
松
原
氏
、
前
掲
論
文
（
註
6
）、
七
頁
。

（
11
）
博
覧
会
社
編
『
京
都
博
覧
会
出
品
目
録
』
上
巻
、
一
八
七
九
年
。

（
12
）
農
商
務
省
博
覧
会
掛
『
明
治
十
四
年　

第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
報
書　

第
三
区
』
製
紙
分
社
、
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一
八
八
三
年
、
三
十
九
頁
。

（
13
）
黒
田
氏
、
前
掲
書
（
註
8
）、
三
〇
五
頁
。

（
14
）
ド
レ
ッ
サ
ー
来
日
時
に
は
内
山
下
町
（
現
千
代
田
区
内
幸
町
）
に
あ
り
、
現
在
の
東
京
国
立
博
物
館
の
こ

と
で
あ
る
。
ド
レ
ッ
サ
ー
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
サ
ウ
ス
ケ
ン
ジ
ン
ト
ン
博
物
館
（
現
在
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
＆

ア
ル
バ
ー
ト
博
物
館
、Victoria and Albert M

useum

）
館
長
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
オ
ー
ウ
ェ
ン
（Sir 

Francis Philip Cunliffe-Ow
en

、
一
八
二
八
～
九
四
）
の
命
を
受
け
て
、
こ
の
「
博
物
館
」
へ
英
国
製

品
な
ど
を
寄
贈
す
る
目
的
で
来
日
し
た
。
拙
稿
「
明
治
初
期
に
お
け
る
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ド
レ
ッ
サ
ー

来
日
の
意
義
」『
服
飾
文
化
学
会
誌
』
四
、
服
飾
文
化
学
会
、
二
〇
〇
三
年
お
よ
び
郡
山
市
立
美
術
館
編

集
『
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ド
レ
ッ
サ
ー
と
正
倉
院
宝
物
』
展
図
録
、
郡
山
市
立
美
術
館
、
二
〇
一
九
年
を

参
照
。

（
15
） Christopher Dresser

『JAPAN
 ITS ARCH

ITECTURE, ART, AN
D ART M

AN
UFACTURES

』

LON
DON

 LON
GM

AN
S, GREEN, AN

D CO.

、
一
八
八
二
年
、
四
十
頁
。
ま
た
、
一
月
十
五
日

に
、
大
久
保
は
太
政
大
臣
三
條
実
美
に
対
し
て
、
ド
レ
ッ
サ
ー
が
来
日
し
た
目
的
、
英
国
に
お
け
る
地
位

を
説
明
し
た
上
で
、
滞
在
中
に
博
物
館
の
顧
問
と
す
る
こ
と
、
旅
費
そ
の
他
を
臨
時
費
で
賄
う
こ
と
、
英

国
公
使
と
共
に
延
遼
館
で
饗
応
す
る
こ
と
、
明
治
天
皇
と
の
謁
見
を
申
し
出
た
（「
英
人
ド
レ
ッ
セ
ル
氏

接
遇
并
内
謁
日
時
伺
二
条
」『
公
文
録
・
明
治
十
年
・
第
十
八
巻
・
明
治
十
年
一
月
・
内
務
省
伺
（
二
）』

国
立
公
文
書
館
所
蔵
、
明
治
十
年
一
月
）。
ド
レ
ッ
サ
ー
は
、
一
月
二
十
日
に
明
治
天
皇
に
拝
謁
し
た
。

（「
英
人
ド
レ
ッ
セ
ル
へ
勅
語
并
奉
答
」『
単
行
書
・
勅
語
録
・
外
国
公
使
以
下
三
』
国
立
公
文
書
館
所

蔵
、
明
治
十
年
一
月
二
十
日
）。

（
16
）
対
象
と
な
っ
た
の
は
、「
京
都
、
大
坂
、
兵
庫
、
堺
、
滋
賀
、
岐
阜
、
三
重
、
愛
知
、
石
川
、
静
岡
、
神

奈
川
、
和
歌
山
」
で
あ
る
（「
英
国
美
術
社
会
長
ド
レ
ツ
セ
ル
地
方
諸
製
造
場
遊
歴
」『
太
政
類
典
・
第
二

編
・
明
治
四
年
～
明
治
十
年
・
第
八
十
一
巻
・
外
国
交
際
二
十
四
・
内
地
旅
行
一
』
国
立
公
文
書
館
所

蔵
、
明
治
十
年
一
月
二
十
三
日
）。

（
17
）
石
田
為
武
「
第
五
十
五　
友
禅
會
社
友
禅
染
ノ
評
注
文
金
二
百
圓
買
入
金
四
十
圓
西
村
總
右
衞
門
」『
英

国
ド
ク
ト
ル
ド
レ
ッ
セ
ル
同
行
報
告
書
』
国
立
公
文
書
館
所
蔵
、
一
八
七
七
年
。
旧
字
体
は
適
宜
改
め
た
。

（
18
）
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
美
術
部
編
『
内
国
勧
業
博
覧
会
美
術
品
出
品
目
録
』
東
京
国
立
文
化
財
研
究

所
、
一
九
九
六
年
、
一
〇
一
頁
。

（
19
）
進
藤
玲
奈
「
明
治
神
宮
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
ノ
ー
ト　

①
収
蔵
品
紹
介
「
企
画
展
「
ご
宝
物
に
宿
る
い
の

ち
」
よ
り
」『
神
園
』
第
二
十
七
号
、
明
治
神
宮
国
際
神
道
文
化
研
究
所
、
二
〇
二
二
年
、
一
六
〇
～

一
六
二
頁
。

（
20
）
長
崎
氏
、
前
掲
論
文
（
註
4
）、
五
十
三
頁
。

（
21
）
前
掲
二
〇
〇
五
年
図
録
（
註
2
）、
二
一
八
頁
、
二
二
〇
頁
。

（
22
）
大
橋
乗
保
「
岸
竹
堂
考
」『
京
都
工
芸
繊
維
大
学
工
芸
学
部
研
究
報
告
』
通
号
二
十
、
京
都
工
芸
繊
維
大

学
工
芸
学
部
、
一
九
七
二
年
、
二
十
三
～
四
十
四
頁
。
同
「
岸
竹
堂
考
補
遺
」『
京
都
工
芸
繊
維
大
学
工

芸
学
部
研
究
報
告
』
通
号
二
十
四
、
京
都
工
芸
繊
維
大
学
工
芸
学
部
、
一
九
七
五
年
、
十
五
～
三
十
八

頁
。
同
「
岸
竹
堂
の
下
絵
に
つ
い
て
」『
京
都
工
芸
繊
維
大
学
工
芸
学
部
研
究
報
告
』
通
号
二
十
八
、
京

都
工
芸
繊
維
大
学
工
芸
学
部
、
一
九
七
九
年
、
三
十
七
～
六
十
五
頁
な
ど
。

（
23
）
山
口
真
有
香
「「
岸
派
下
絵
・
写
生
等
資
料
」
の
調
査
に
つ
い
て
」『
滋
賀
県
立
近
代
美
術
館
研
究
紀
要
』

十
一
号
、
滋
賀
県
立
近
代
美
術
館
、
二
〇
二
〇
年
、
一
〇
四
～
九
十
六
頁
。

謝
辞

　
株
式
会
社
千
總
様
に
は
、
画
像
掲
載
の
ご
許
可
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
社
団
法
人
千
總
文
化
研
究
所

所
長
加
藤
結
理
子
様
、
同
研
究
所
研
究
員
小
田
桃
子
様
に
は
、
下
図
の
調
査
や
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
格
別
の

ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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